
　本書は、生成AIの進化によって能力の定義が大きく変わる転換期にある今、IT革命を経験した世代
として「苦手だから使わない」と立ち止まる人を一人でも減らしたい――デジタル格差が更に広がる
危機感から、本書を執筆しました。「何を正しいと判断し、どう考え、どう言葉にし、AIと向き合う
か」という人間にしかできない力に焦点を当て、AI時代を生き抜くために不可欠な“本質的な国語
力”を、疑問力・表現力・思考力・AI対話力の4つの視点から体系的に解説した、中高生や保護者、教
育関係者に向けた一冊です。
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＜著者プロフィール：田中力磨＞
　1981年生まれ、滋賀県彦根市出身。総合学習教室「ブリッジ」「りんご塾稲枝校」塾長。地域の
子どもたちが「自ら学び、自ら未来を切り拓く力」を育む「令和の松下村塾」を目指す。2017年
『zoomオンライン革命』（田原真人著／秀和システム刊）他、多数寄稿。2025年に『10歳から伸
ばす国語「解答力」』（メイツ出版）監修。

　滋賀県の総合学習教室「ブリッジ」「りんご塾稲枝校」の塾長　田中力磨（滋賀県彦根市）は、
『AI時代を生き抜く「国語力」がわかる本
中高生から身につけたい
読解・表現・思考・AI対話の
コツ』（メイツ出版）を、2026年3月5日（木）に発売します。
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